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▼
総
選
挙
の
結
果
は
、
安

倍
自
公
政
権
与
党
勢
力
が

改
選
議
席
を
減
ら
し
な
が

ら
も
安
定
過
半
数
を
確
保

し
ま
し
た
。
小
選
挙
区
制

と
い
う
民
意
を
反
映
し
な

い
選
挙
制
度
の
中
で
の
現

象
で
す
。
決
し
て
国
民
は

安
倍
内
閣
を
支
持
し
た
も

の
で
な
い
こ
と
を
自
覚
し

て
政
権
運
営
を
お
こ
な
う

べ
き
で
す
。

▼
安
倍
内
閣
の
お
ご
り
と

暴
走
で
民
主
主
義
と
憲
法

が
無
視
さ
れ
て
こ
の
２
年
、

市
民
と
野
党
の
共
同
が
闘

わ
れ
て
今
回
の
選
挙
は
絶

好
の
安
倍
内
閣
退
陣
の
選

挙
で
し
た
が
、
選
挙
直
前

に
な
っ
て
財
界
と
連
合
が

切
り
崩
し
を
行
い
「
希
望
」

な
る
新
党
を
作
り
出
し
、

ま
ん
ま
と
民
進
党
が
分
断

さ
れ
て
、
市
民
が
望
ん
だ

市
民
と
野
党
の
共
闘
で
の

選
挙
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
今
回
の
共
産
党
の
姿
に

は
改
め
て
頭
が
下
が
り
ま

す
。
戦
争
へ
の
道
、
憲
法

改
正
へ
の
道
を
絶
対
に
行

わ
せ
た
ら
ダ
メ
と
、
自
ら

の
候
補
者
を
下
ろ
し
野
党

共
闘
を
大
切
に
し
ま
し
た
。

結
果
、
結
局
は
議
席
を
減

ら
す
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

は
残
念
で
す
。
希
望
に
行

か
な
か
っ
た
「
立
憲
民
主

党
」
に
国
民
の
期
待
が
集

ま
り
、
大
き
く
議
席
の
延

ば
し
野
党
第
１
党
に
な
っ

た
こ
と
は
、
ま
だ
国
民
の

中
に
は
民
主
主
義
が
生
き

て
い
ま
す
。
こ
の
力
を
大

切
に
し
て
「
戦
争
反
対
」

「
消
費
増
税
反
対
」
の
た

め
に
更
な
る
市
民
運
動
が

必
要
で
す
。

野
田
一
彦
さ
ん
（
山
川
）

煌
（
ひ
か
る
）
く
ん

平
成
29
年
７
月
９
日
生
ま
れ

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
で
、

国
と
製
造
企
業
を
相
手
に
、

被
害
者
救
済
の
損
害
賠
償

を
求
め
て
、
全
国
６
カ
所

で
提
訴
し
て
闘
っ
て
き
た

「
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
」

は
、
訴
訟
か
ら
９
年
、
初

め
て
の
高
裁
で
の
判
決
が

10
月
27
日
、
東
京
高
等
裁

判
所
で
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
高
裁
で
の
審
理
は
横
浜

地
裁
の
不
当
な
判
決
（
国

の
責
任
も
企
業
の
責
任
も

認
め
ら
れ
な
い
）
を
控
訴

し
、
全
国
（
東
京
・
福
岡

・
大
阪
・
京
都
・
札
幌
）

の
地
裁
で
の
闘
い
と
連
動

し
て
、
全
国
は
一
つ
と
し

て
闘
い
、
横
浜
を
除
く
す

べ
て
の
地
裁
で
は
国
の
責

任
を
認
め
る
判
決
を
勝
ち

取
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

こ
の
高
等
裁
判
所
で
の

国
と
企
業
の
責
任
を
下
す

判
決
は
、
も
う
国
の
責
任

は
揺
る
が
な
い
も
の
で
、

国
と
企
業
の
責
任
で
「
被

害
者
救
済
補
償
基
金
」
設

立
に
む
け
て
大
き
な
意
味

合
い
を
も
つ
も
の
で
す
。

神
奈
川
の
仲
間
が
新
た

に
横
浜
地
裁
に
提
訴
し
た

「
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
」
の

判
決
が
10
月
24
日
に
行
わ

れ
、
国
を
断
罪
す
る
６
度

目
の
判
決
と
あ
わ
せ
企
業

の
責
任
を
下
し
ま
し
た
。

横
浜
地
裁
は
第
１
陣
で

は
不
当
な
判
決
を
出
し
た

地
裁
で
す
が
、
全
国
の
相

次
ぐ
国
の
責
任
を
認
め
る

正
義
の
判
決
に
伴
う
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

24
日
の
横
浜
地
裁
判
決

か
ら
27
日
の
東
京
高
裁
判

決
へ
の
連
帯
行
動
と
し
て
、

「
九
州
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
団
」
福
建
労
を
代
表

し
て
、
大
牟
田
の
３
人
の

原
告
と
矢
野
次
長
が
参
加

し
、
判
決
前
後
の
行
動
を

首
都
圏
の
仲
間
と
一
緒
に
、

補
償
基
金
設
立
に
向
け
て
、

厚
労
省
前
・
首
相
官
邸
前

宣
伝
等
を
行
い
ま
し
た
。

東京高裁まえにて、勝利の旗出し（10/27）

10
月
24
日
は
、
福
建
労

会
館
。
27
日
は
博
多
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
訴
訟
の
連
帯
集
会

を
開
催
し
、
大
牟
田
支
部

か
ら
も
参
加
し
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
訴
訟
も
第
一

報
が
入
る
と
会
場
か
ら
大

き
な
歓
声
が
あ
が
り
、
参

加
者
は
涙
な
が
ら
に
喜
び

合
い
ま
し
た
。

九
州
の
裁
判
も
12
月
18

日
に
９
回
目
の
裁
判
が
行

わ
れ
、
結
審
も
近
づ
い
て

い
ま
す
。
い
よ
い
よ
、
最

終
盤
の
闘
い
で
す
。
さ
ら

に
運
動
を
進
め
、
必
ず
勝

利
す
る
た
め
団
結
し
て
運

動
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

横浜地裁での勝利にバンザイ！ 厚労省前での宣伝行動

首相官邸前で訴える石原さん



拡大数 残数

勝　立 3 2 1

米生延命 3 2 1

船　津 4 3 1

松　原 2 1 1

白　光 4 3 1

甘　木 3 1 2

歴木Ａ 2 1 1

歴木Ｂ 3 1 2

田　隈 5 11 -6

橘 5 4 1

高　田 2 0 2

大　和 3 4 -1

瀬　高 2 1 1

山　川 2 0 2

南　関 3 4 -1

荒　尾 6 9 -3

事業所 9 9 0

合　計 61 56 5

秋の目標

10

月
15

日

（
日
）
、
早
朝

か
ら
全
県
一
斉

宣
伝
行
動
に
て

組
合
の
チ
ラ
シ

を
各
分
会
か
ら

２
２
０
人
の
仲

間
と
家
族
が
参

加
し
て
、
１
万

７
千
枚
を
各
家

に
配
り
ま
し
た
。

集
合
場
所
と
時

間
を
各
分
会
で
決
め
配
布

地
域
を
話
し
合
う
な
ど
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

当
日
は
雨
天
と
あ
い
に
く

の
天
気
で
し
た
が
、
行
動

に
参
加
の
み
な
さ
ん
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

チ
ラ
シ
の
内
容
は
、

「
家
の
こ
と
な
ら
地
元
の

工
務
店
や
職
人
へ
」
の
仕

事
お
こ
し
と
、
組
合
に
未

加
入
の
方
へ
の
社
会
保
険

未
加
入
対
策
を
含
め
た
福

建
労
の
ア
ピ
ー
ル
に
な
っ

て
お
り
、
ち
ら
し
を
見
て

か
ら
「
家
の
修
繕
を
お
願

い
し
た
い
」
な
ど
の
問
合

せ
も
後
日
き
ま
す
。

２０１７年 １１月１日 あ し ば 第５３８号 （２）

10
月
３
日
に
ア
ス
ベ
ス

ト
じ
ん
肺
キ
ャ
ラ
バ
ン
大

牟
田
荒
尾
玉
名
行
動
が
行

わ
れ
、
福
建
労
か
ら
２
名
、

建
交
労
３
名
、
じ
ん
肺
ア

ス
ベ
ス
ト
訴
訟
弁
護
団
か

ら
は
、
伊
黒
弁
護
士
、
国

嶋
弁
護
士
、
古
賀
弁
護
士
。

大
牟
田
集
会
に
は
岩
城
弁

護
士
が
参
加
し
ま
し
た
。

６
日
に
は
、
玉
名
監
督
署

を
実
施
。

午
前
中
は
大
牟
田
市
と

大
牟
田
労
働
基
準
監
督
署
、

午
後
か
ら
荒
尾
市
に
対
す

る
申
入
れ
と
懇
談
で
し
た
。

市
に
対
し
て
は
、
こ
れ
以

上
の
被
害
者
を
出
さ
な
い

た
め
に
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材

使
用
建
物
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
り
解
体
現
場
で
の

ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
を
防
止

す
る
手
立
て
を
ど
う
作
り

上
げ
る
の
か
？
ア
ス
ベ
ス

ト
使
用
の
建
物
を
解
体
す

る
と
き
費
用
は
国
や
自
治

体
が
持
つ
べ
き
。
解
体
工

事
現
場
で
は
、
ミ
ン
チ
解

体
が
行
わ
れ
て
い
る
実
態

な
ど
行
政
と
し
て
や
る
事

を
法
の
改
正
や
条
例
な
ど

を
作
り
や
っ
て
ほ
し
い
と

要
望
。

署
に
対
し
て
は
１
人
親

方
等
特
別
加
入
者
に
対
す

る
健
康
管
理
手
帳
の
交
付

を
。
ま
た
被
害
者
に
は
速

や
か
な
認
定
を
行
う
よ
う

申
し
入
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

労
働
局
や
本
省
へ
上
申
す

る
と
き
に
は
、
監
督
署
と

し
て
も
必
要
性
や
現
場
で

の
生
の
声
を
届
け
て
も
ら

う
よ
う
に
要
請
し
ま
し
た
。

夜
は
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン

大
牟
田
集
会
を
福
建
労
大

牟
田
支
部
会
館
に
て
開
催
。

提
訴
９
年
追
悼
集
会
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
、
伊
黒
弁

護
士
よ
り
、
九
州
建
設
ア

ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
概
要
や

解
体
時
に
お
け
る
ア
ス
ベ

ス
ト
飛
散
の
危
険
性
、
キ
ャ

ラ
バ
ン
の
必
要
性
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

秋
の
拡
大

月
間
も
残
り

ひ
と
月
と
な

り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん

の
声
掛
け
や

訪
問
行
動
で

県
目
標
56

人

を
10
月
17
日

に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
全
県
で
一
番
乗

り
で
す
。
こ
の
勢
い
で
全

分
会
で
達
成
め
ざ
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
支
部
目
標

は
あ
と
５
人
。
現
場
で
は
、

社
会
保
険
未
加
入
問
題
も

さ
ら
に
厳
し
く
徹
底
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
周
り
に

困
っ
て
い
る
仲
間
が
い
た

ら
、
「
組
合
に
相
談
し
に

行
っ
て
み
ら
ん
ね
」
と
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
。

９
月
28
日
に
は
FM
福
岡

の
ラ
ジ
オ
宣
伝
に
小
山
田

書
記
が
生
出
演
。
お
か
は

ち
さ
ん
と
共
演
し
て
組
合

を
紹
介
し
ま
し
た
。

↑㊤明治公園（白光分会）と㊦くらし館（田隈分会）で

集合して配布地域を確認

高田分会での配布
㊥おかはちさん

㊧木原アナウンサー㊨小山田書記

大牟田市役所での懇談と要請

伊黒弁護士

米生延命分会

今
年
の
街
角
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
は
、
４
つ
の
地
域

（
甘
木
・
倉
永
・
勝
立
・

三
池
）
で
集
い
の
場
を
設

け
て
住
民
の
方
に
も
参
加

を
呼
び
か
け
、
各
地
域
の

問
題
点
や
危
険
個
所
な
ど

意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

集
い
の
中
で
、

学
校
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
か
ら
街
角

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

へ
と
活
動
を
か

え
て
き
た
歴
史

や
行
動
で
多
く

の
改
善
を
す
る

事
が
出
来
た
こ

と
を
ス
ラ
イ
ド

を
見
な
が
ら
説

明
を
う
け
、
意

見
を
出
し
合
い

ま
し
た
。

甘
木
、
倉
永
地
域
か
ら
は

「
た
め
池
が
多
く
大
雨
の

時
か
ら
土
手
に
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
を
か
ぶ
せ
て
あ
る
。

決
壊
は
大
丈
夫
な
の
？
」

な
ど
の
声
も
。

地
域
か
ら
で
た

声
を
も
と
に
現
地

を
住
民
の
方
を
含

め
実
行
委
員
会
で

確
認
し
大
牟
田
市

へ
要
望
し
に
い
き

ま
す
。

ま
た
、
11
月
18

日
（
土
）
は
労
働

福
祉
会
館
で
学
習

会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
最
近
は
、
大

き
な
自
然
災
害
が
目
立
つ

中
、
大
牟
田
で
の
災
害
時

の
対
応
や
地
域
で
の
連
帯

し
た
取
り
組
み
な
ど
行
政

を
交
え
て
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
な
た

で
参
加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

参
加
く
だ
さ
い
。

４地域で集いを開催



「
た
す
け
あ
い
共
済
」

で
70
歳
以
上
の
組
合
員
へ

毎
年
敬
老
祝
い
金
が
出
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
毎
年

70
歳
以
上
の
先
輩
組
合
員

の
皆
さ
ん
と
「
い
つ
ま
で

も
元
気
で
頑
張
る
会
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
10
月
15
日
の
午
後
２
時

よ
り
行
い
、
62
名
の
参
加

で
し
た
。

第
１
部
は
医
療
講
話
。

寺
本
歯
科
よ
り
寺

本
和
也
院
長
を
招

き
「
高
齢
化
社
会

を
元
気
に
過
ご
す

た
め
に
」
と
題
し
、

入
れ
歯
の
歴
史
や
噛
む
能

力
に
よ
る
健
康
寿
命
の
違

い
、
虫
歯
の
予
防
な
ど
の

話
が
あ
り
、
健
康
寿
命
を

延
ば
し
充
実
し
た
人
生
を

過
ご
す
こ
と
が
大
事
と
。

第
２
部
は
、
福
建
労
の

ラ
ジ
オ
CM
で
お
馴
染
み
の

岡
部
八
郎
さ
ん
か
ら
歌
と

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
あ
り
、

懐
か
し
い
名
曲
を
み
ん
な

で
歌
っ
た
り
、
笑
い
あ
り

の
話
で
楽
し
み
ま
し
た
。

第
３
部
は
先
輩
た
ち
の

協
力
で
秋
の
拡
大
月
間
と

総
選
挙
、
ア
ス
ベ
ス
ト
訴

訟
勝
利
し
よ
う
と
の
訴
え
。

第
４
部
は
素
敵
な
商
品

め
ざ
し
て
全
員
参
加
の
ビ

ン
ゴ
大
会
と
「
あ
な
た
が

選
ぶ
シ
ニ
ア
川
柳
３
選
」

と
題
し
て
選
挙
の
予
行
練

習
を
兼
ね
た
投
票
を
。

そ
し
て
、
第
５
部
の
敬

老
祝
い
金
授
与
式
。
一
人

ひ
と
り
に
永
江
副
支
部
長

よ
り
お
祝
い
の
カ
ス
テ
ラ

饅
頭
と
一
緒
に
今
後
の
協

力
を
呼
び
か
け
な
が
ら
渡

し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
寺

本
先
生
の
歯
の
話
が
た
め

に
な
っ
た
」
「
お
か
は
ち

さ
ん
の
お
父
さ
ん
の
話
で
、

自
分
の
父
母
の
事
を
思
い

出
し
、
感
動
し
て
涙
し
ま

し
た
」
「
歌
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

で
楽
し
か
っ
た
。
久
し
振

り
に
笑
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（３） ２０１７年 １１月１日 あ し ば 第５３８号

11

月

の

行

事

予

定

７
日
（
火
）
県
シ
ニ
ア
代
表
者
会
議

県
本
部
会
館

８
日
（
水
）
街
角
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
実
行
委
員
会

新
婦
人

９
日
（
木
）
拡
大
統
一
行
動
日

各
分
会

11
日
（
土
）
全
県
書
記
長
会
議

県
本
部
会
館

12
日
（
日
）
秋
の
バ
ス
ハ
イ
ク

え
び
の
高
原

12
～
13
日

足
場
作
業
主
任
者
講
習

県
本
部
会
館

14
日
（
火
）
中
建
担
当
者
学
習
会

県
本
部
会
館

15
日
（
水
）
早
朝
宣
伝
行
動

三
川
交
差
点

15
日
（
水
）
街
角
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

甘
木
地
域

16
日
（
木
）
支
部
パ
ソ
コ
ン
会
計

組
合
事
務
所

16
日
（
木
）
拡
大
統
一
行
動
日

各
分
会

18
日
（
土
）
街
角
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
学
習
会

労
福
会
館

19
日
（
日
）
南
関
分
会
住
宅
デ
ー

関
所
ま
つ
り

19
日
（
日
）
９
条
改
憲
許
す
な
大
牟
田
集
会

築
町
公
園

19
～
20
日

木
造
作
業
主
任
者
講
習

県
本
部
会
館

21
日
（
火
）
築
炉
じ
ん
肺
訴
訟
期
日

福
岡
裁
判
所

22
日
（
水
）
中
央
総
決
起
集
会

日
比
谷
公
園

22
日
（
水
）
国
会
議
員
要
請

議
員
会
館

22
日
（
水
）
街
角
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

倉
永
地
域

24
日
（
金
）
拡
大
統
一
行
動
日

各
分
会

25
～
26
日

労
災
職
業
病
セ
ミ
ナ
ー

熊
本
大
学

26
～
27
日

書
記
局
慰
安
旅
行

熊
本
県

28
日
（
火
）
支
部
パ
ソ
コ
ン
会
計

組
合
事
務
所

28
日
（
火
）
社
保
協
幹
事
会

社
保
協

30
日
（
木
）
拡
大
統
一
行
動
日

各
分
会

30
日
（
木
）
新
加
入
者
教
室

組
合
事
務
所

１
日
（
金
）
全
県
書
記
長
会
議

県
本
部
会
館

３
日
（
日
）
春
闘
討
論
集
会

３
日
（
日
）
９
条
の
会
講
演
会

文
化
会
館

４
日
（
月
）
支
部
執
行
委
員
会

組
合
事
務
所

新
築
住
宅
の
省
エ
ネ
基

準
適
合
率
を
平
成
32
年
度

ま
で
に
１
０
０
％
と
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
地
域

の
木
造
住
宅
生
産
を
担
う

技
術
者
、
設
計
者
な
ど
、

断
熱
施
工
に
か
か
わ
る
方

を
対
象
と
し
た
住
宅
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
施
工
・
設
計
技

術
者
講
習
会
が
各
地
で
行

わ
れ
、
近
場
で
は
久
留
米

会
場
（
久
留
米
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ザ
・
久
留
米
市
宮
の

陣
１
の
29
の
11
）
が
あ
り

ま
す
。

参
加
費
用
は
、
１
０
０

０
円
（
修
了
証
発
行
費
別
）

で
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

定
員
は
日
程
ご
と
に
50

名
。
施
行
者
向
け
は
、
11

月
18
日
（
土
）
。
設
計
者

向
け
は
、
11
月
22
日
（
水
）
。

ど
ち
ら
も
13
時
か
ら
。

参
加
者
が
35
個
の
川
柳
か

ら
、
「
こ
れ
だ
っ
!!
」
と
感

じ
た
も
の
に
投
票
。
上
位
３

位
を
選
ん
だ
方
の
中
か
ら
抽

選
で
記
念
品
を
送
り
ま
す
。

９
月
29
日
（
金
）
、
支

部
会
館
２
階
大
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
10
月
か
ら
任
務

に
就
く
新
分
会
役
員
と
班

長
さ
ん
の
合
同
会
議
と
秋

の
拡
大
中
間
決
起
集
会
を

開
催
し
１
３
０
人
の
参
加

で
し
た
。
新
年
度
を
向
か

え
て
班
長
の
役
割
と
任
務

に
つ
い
て
学
び
あ
い
、
秋

の
運
動
に
つ
い
て
確
認
し

ま
し
た
。

９
月
24
日
（
日
）
に
は

新
年
度
の
役
員
（
支
部
３

役
と
分
会
三
役
）
学
習
会

を
開
催
し
33
人
の
参
加
で

し
た
。
こ
の
一
年
、
大
会

で
確
認
し
た
運
動
方
針
を

具
体
化
し
推
進
し
て
い
く

た
め
に
、
労
働
組
合
と
し

て
の
基
礎
、
労
働
組

合
運
動
や
そ
の
役
割

の
大
切
さ
に
つ
い
て

学
び
、
福
建
労
の
運

動
に
確
信
を
持
つ
も

の
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
福
建
労
が
取

り
扱
っ
て
い
る
メ
リ
ッ

ト
、
労
災
保
険
や
健

康
保
険
、
共
済
の
内

容
な
ど
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
見
な
が
ら
確
認

し
ま
し
た
。

団結してがんばろう！！

おかはちさんのトークに

みんなが笑顔

↑おかはちさんと共演する勝立の矢

野さん。マラカスでノリノリです。

←ビンゴ１位は勝立の小田さん。

巨大甘酒饅頭と景品をゲット。

１
位

こ
れ
か
ら
は
、
生
き
て
い
る
こ
と
が
、
収
入
減

（
14
票
）

２
位

名
が
出
な
い
、
「あ
れ
」「こ
れ
」「そ
れ
」で
、
用
を
足
す
（
13
票
）

３
位

ポ
ッ
ク
リ
と
逝
き
た
い
く
せ
に
、
医
者
通

（
11
票
）

４
位

禿
げ
て
て
も
、
技
術
料
だ
と
、
同
じ
額

５
位

青
信
号
、
渡
り
き
れ
た
ら
、
ま
だ
若
い

６
位

目
の
手
術
、
し
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
、
妻
の
顔

12

月

の

行

事

予

定



【
古
澤
喜
美
子

歴
木
Ａ
】

７
つ
の
マ
チ
ガ
イ
捜
し

大
好
き
な
人
間
で
す
。
秋

も
深
ま
り
、
カ
レ
ン
ダ
ー

も
２
枚
に
な
り

ま
し
た
。
同
じ

班
の
組
合
さ
ん

が
減
り
、
当
家

一
軒
に
成
り
ま

し
た
。

【
藤
本
憲
子

田
隈
】

10
月
に
な
っ

て
大
分
涼
し
く

な
っ
た
と
思
っ

て
い
た
け
ど
、

昼
間
は
何
と
夏

み
た
い
な
暑
い
日
が
あ
り

ま
す
ね
。
孫
の
運
動
会
を

見
に
行
っ
た
け
ど
暑
く
て
、

た
い
へ
ん
で
し
た
。
も
う

少
し
涼
し
く
な
っ
て
も
い

い
で
す
よ
ね
。

【
浦

清
美

橘
】

孫
の
運
動
会
へ
行
き
ま

し
た
。
小
学
生
の
男
の
子

と
女
の
子
は
、
か
け
っ
こ

が
２
人
と
も
一
番
で
し
た
。

幼
稚
園
の
運
動
会
も
行
き
、

去
年
ま
で
お
ゆ
う
ぎ
も
、

つ
っ
立
っ
た
ま
ま
で
何
も

し
な
か
っ
た
女
の
子
が
今

年
は
ち
ゃ
ん
と
踊
っ
て
い

ま
し
た
。
少
し
成
長
し
た

ん
だ
な
と
嬉
し
か
っ
た
で

す
。

２０１７年 １１月１日 あ し ば 第５３８号 （４）

【先月の答】①左下・シャベルの有無 ②左端の人の帽子のラ

イン ③左から２番目の子・シャツの袖の長さ ④左から３番

目の子の口 ⑤右端の人の帽子のつば ⑥その人が持つイモの

数 ⑦その人のベルトのバックル

７
つ
の
ま
ち
が
い
答
え
と
近
況
を
募
集
。

抽
選
で
５
名
様
に
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

〒
８
３
６

０
０
４
４

大
牟
田
市
古
町
３
の
２

福
岡
県
建
設
労
働
組
合
大
牟
田
支
部

日
程

足
場
組
立

11
月
12
日
～
13
日

木
造
組
立

11
月
19
日
～
20
日

受
講
料

１
科
目
７
千
円
（
組
合
員
外
８
千
円
）

２
科
目
１
万
２
千
円
（
１
万
６
千
円
）

足
場
組
立
・
解
体
と
木

造
建
築
物
組
立
の
作
業
主

任
者
講
習
会
が
県
本
部
会

館
（
福
岡
市
南
区
清
水
）

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
申
し

込
み
は
組
合
事
務
所
ま
で
。

財
務
省
主
計
局
主
計
官

厚
生
労
働
係
第
一
担
当

殿

財
務
省

主
計
局
次
長

殿

私
は
●
●
県
で
▲
▲
を
し
て
い
ま
す
。

建
設
国
保
は
、
い
の
ち
と
健
康
を
守

る
大
切
な
制
度
で
す
。

建
設
国
保
へ
の
補
助
金
は
、
現
行
水

準
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

（

住

所

）

（

氏

名

）

必
ず
ひ
と
り
３
枚
の
ハ
ガ
キ
書
い
て

分
会
・
班
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※●●に県名。▲▲には
職種（大工、左官、土木
工、塗装工、内装工、電
工など）を記入してくだ
さい。▲▲業（ギョウ）
はダメです。

財
務
省

主
計
局
長

殿

千
代
田
区
霞
が
関
３
の
１
の
１

11
月
19
日
の
日
曜
日
、

南
関
町
う
か
ら
館
で
「
関

所
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、

南
関
分
会
が
祭
り
会
場
で

住
宅
デ
ー
を
し
ま
す
。

「
関
所
ま
つ
り
」
は
近
隣

の
町
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

方
が
こ
ら
れ
、
催
し
も
の

も
た
く
さ
ん
の
楽
し
く
賑

や
か
な
お
祭
り
で
す
。

ぜ
ひ
家
族
そ
ろ
っ
て
遊

び
に
い
っ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
住

宅
デ
ー
の
会
場
で
頑
張
っ

て
る
仲
間
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。

毎年木工教室が大人気

このハガキ要請行動は、国保

組合への予算獲得だけでなく、

全建総連で要求している建設産

業で働く私たちに関連する予算

獲得の大きな力となっています。

毎月19日を中心に「戦争させない・９条

壊すな」と大牟田駅前などで宣伝行動を行っ

ています。今回は、上記日程で集会が開催

されますので、ぜひ参加をお願いします。

戦後の日本は平和憲法を支えに平和な市

民社会を追い求めてきました。それに反す

る権力政治を断ち切るための講演会が山口

大学名誉教授の纐纈厚（こうけつあつし）

さんを招き開催されます。ぜひ参加を。

毎
月
の
収
支
計
算
を
実

際
に
会
計
ソ
フ
ト
に
入
力

し
な
が
ら
の
パ
ソ
コ
ン
会

計
教
室
で
す
。

11
月
は
16
日

（
木
）
と
28
日
（
火
）
の

２
回
開
催
し
ま
す
。
午
後

１
時
か
ら
で
す
。


